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1. はじめに 

従来、我が国における手術用リネン類は綿素材の再使

用可能リネンが使用されてきたが、医療現場において感

染防止など安全性の観点から使い捨てリネン（以下、デ

ィスポ）の使用が現在、大半を占めており、使用量も年々

増加傾向にある。しかし、ディスポの使用量増加により、

医療用廃棄物の増加や、廃棄コストの増大が懸念されて

いる。一方で近年、感染防止の観点からディスポと同程

度の性能を持つ、化学繊維素材の再使用可能リネン（以

下、リユース）が開発されたことにより、再びリユース

リネンが注目されている。 

本研究はリユース、ディスポ、それぞれの手術用リネ

ン類のライフサイクル環境負荷を定量的に評価すること

を目的とする。さらに医療機関に対するリユースへの転

換意思に関するアンケート調査を実施し、その結果をも

とに、病院における手術用リネンのリユースへの転換に

よる環境負荷削減ポテンシャルを推計する。 

 

2. 研究手法 

研究対象は手術用ガウン（以下、ガウン）とする。ガ

ウンのライフサイクル評価では、バリア性（衛生面）の

液体防御性能基準（AAMI基準）が2以上であるガウン1

回の使用を機能単位とする。表 1 に対象となるガウンに

ついての仕様を示す。これらの製品における素材製造、

製品製造、洗濯、乾燥、輸送、廃棄を対象に環境負荷（温

室効果ガス（GHG）排出量）を算出する。（図1） 

リユースの洗濯、乾燥についてはフォアグラウンドデ

ータをヒアリングにより収集した。素材、製品の製造工

程については、文献データ 1)を用いた。ディスポの素材、

製品製造ではPonder 2)をもとに算出した。廃棄については

両者ともに焼却後、埋立処理を行うものとした。またバ

ックグラウンドデータはCFPプログラム基本データベー

ス 3)を用いた。 

表1．各手術用ガウンの仕様 

項目 リユース ディスポ 

使用素材 ポリエステル100％ ポリプロピレン100％

バリア性（衛生面） 3-2（AAMI基準） 3（AAMI基準） 

使用回数 50回 1回 

重量 0.460kg 0.115kg 

滅菌方法 高圧蒸気滅菌 E.Oガス滅菌 
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図1．システム境界    

環境負荷削減ポテンシャルについては、現状シナリオ

に加え、アンケート調査の結果をもとに、2通りの環境負

荷削減シナリオを設定し比較評価を行う。実現可能性の

高いシナリオをシナリオ1、積極的にリユースへの転換を

行うシナリオをシナリオ2とする。表2にアンケート調

査の概要を示す。 

表2．アンケート調査の概要 

調査対象 全国の診療科目に外科を有する病院 

調査期間 2012/11/30～2012/12/17 

調査方法 郵送配布、郵送回収 

配布数 994病院 

有効回答数 91病院（9.15％） 

設問1 リユースへの転換を検討しているか 

設問2 リユースのどのような性能・特徴が 

担保されれば転換を検討するか 

 

現状シナリオは、手術件数とアンケート結果から病院

の年間ガウン使用に伴うGHG排出量を算出した。統計デ

ータ 4）における全国の年間手術名別手術件数を用いて、

年間手術件数および年間ガウン使用手術件数を算出した。

ここで、手術1件あたりのガウン使用枚数を外科手術は5

枚、眼科手術は 2 枚と仮定し、手術時における年間ガウ

ン使用枚数を算出した。またアンケート結果から、種類

別ガウン使用割合を設定し、その値から全国の手術時に

おける種類別ガウン使用枚数を推計し、その推計値から

GHG排出量を算出した。 

シナリオ 1 では、アンケート調査における設問 1 の結

果から、リユースへの転換を行った場合の病院の年間ガ

ウン使用に伴うGHG排出量を算出した。アンケート結果

の手術件数およびリユースへの転換割合からリユースへ

転換を検討している病院のリユース転換枚数を推計し、

その推計値からGHG排出量を算出した。 

 



シナリオ 2 では、シナリオ 1 に加え、転換を検討して

いない病院のうち、比較的導入可能性が高いと思われる

病院でリユースへの転換を行った場合を設定した。設問2

において、既にリユースにおいて担保されていると考え

られる性能・特徴（感染防止・コスト面など）のみを条

件として挙げた病院の割合から、転換可能枚数を推計し

た。転換可能枚数のうち実際に転換される割合を 25％、

50％、100％と仮定し、それぞれのケースでGHG 排出量

を算出した。 

 

3. 結果 

 各ガウン1回使用あたりのGHG排出量の算出結果を図

2 に示す。リユース 0.65kg-CO2eq/回、ディスポ 0.99 

kg-CO2eq/回となり、リユースはディスポに比べ、GHG排

出量を約 35％削減されると算出された。リユースは、素

材製造、製品製造でのGHG排出量が抑えられている反面、

洗濯、乾燥、輸送での負荷が大きいことが示された。一

方、ディスポでは素材、製品製造、廃棄ともに大きく、

特に廃棄による負荷が非常に大きいことが示された。  
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図2. ガウン1回使用あたりのGHG排出量 

 
 各シナリオにおける GHG 排出削減量およびリユース

使用割合を図 3 に示す。現状シナリオの GHG 排出量は

14,710 t-CO2eqと算出された。実現可能性が高いシナリオ

1はリユース使用割合が21％に増加し、GHG排出削減量

は176t -CO2eqとなった。またシナリオ2（100％）ではリ

ユース使用割合が 36％となり、GHG 排出削減量は

692t-CO2eqとなった。 

アンケート結果からシナリオ1の対象となった病院割

合はアンケート結果全体で約7％であったが、シナリオ1

におけるGHG排出削減割合は約1.2％となった。この理

由としては、今回のアンケートにおいて、リユースへ転

換を検討していると回答した病院は手術件数が少ないこ

とが影響したと考えられる。 

 

図3. GHG排出削減量およびリユース割合 

 
4. まとめ 

 手術用ガウンにおけるリユースおよびディスポ製品の

1回使用あたりのGHG排出量を算出し、比較検討を行っ

た。温暖化の影響領域においてリユースはディスポに比

べ優位性があることが示された。 

 アンケート結果からリユースへの転換による GHG 排

出量削減ポテンシャルを推計した。シナリオ 2（100％）

ではリユース使用割合が36％となり、GHG排出削減割合

は約5％と算出された。 

また、ガウン以外の手術時における使用頻度が高い製

品における環境負荷算出が今後の課題である。 
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